
 

令和 7 年度静岡県ジュニア柔道体重別選手権大会（男女） 

兼 JOC ジュニアオリンピックカップ 

令和 7 年度全日本ジュニア柔道体重別選手権大会静岡県予選会要項 

 

１ 主  催  静岡県柔道協会 

２ 日  時  令和７年６月 14 日（土）午前 10 時開始 

３ 会  場  静岡県武道館（藤枝市前島 2-10-1）Tel054-636-2332 

４ 出場資格 

(1) 日本国籍を有する者 

 (2) 2005 年 1 月１日以降 2010 年 12月 31日以前の出生者であること。 

 (3) 2025 年中に 15 歳〜20 歳になる者 

 (4) 県内居住者または在学者、勤務者で静岡県柔道協会を通して全日本柔道連盟に登録し

ている者 

５ 体重区分 

(1)  男子７階級：60kg、66kg、73kg、81kg、90kg、100kg、100kg 超 

(2)  女子７階級：48kg、52kg、57kg、63kg、70kg、78kg、78kg超 

６ 参加料 

  １人２,５００円（保険料含む） 

※申込前に下記に納入すること。 

  振込先：ゆうちょ銀行振込 記号 12300 番号 51975471 

  名 義：静岡県柔道協会 

  ■他金融機関からの振込の場合 

  店名二三八 店番 238 普通預金 口座番号 51975471 名義 静岡県柔道協会 

７ 申込方法 

  令和 7 年５月 20 日（火）までに、いずれかの方法でお申し込み下さい。 

【郵送】紙ベースの申込書及び振込書の写しを下記住所まで郵送。 

５月 20日（火）必着 

【電子メール】申込書のデータ及び PDF に変換された振込書を下記メールアドレス 

まで送付。 

※所属長印は省略しますが、団体名、所属長名は確実に記載してください。 

  〒420-0803 静岡市葵区千代田 2丁目 8-25 

  静岡県柔道協会 強化委員会 事務局 佐野太一 宛 Tel090-1093-1122 

    メールアドレス hinata.sano2438@icloud.com 

８ 試合方法 

(1)  参加人数によりトーナメント戦またはリーグ戦で行う。 

(2)  2025-2028 国際柔道連盟試合審判規程(最新版)及び今大会の申し合わせ事項による。 

 ※解説動画が YouTube に掲載されているので以下のリンクから確認できます。 

mailto:hinata.sano2438@icloud.com


https://www.youtube.com/watch?v=vh_2Z0cROp4 

(3)  試合時間４分間（ゴールデンスコア・時間無制限） 

９ 計量 

  ６月 14 日(土)午前８時 30分から午前９時 30 分までの間 

10  表彰  

  各体重区分の１位及び２位に賞状を授与する。 

11 審判監督会議  

６月 14日（土）午前９時 30 分から午前９時 55 分 静岡県武道館 C会議室 

12  入会登録 

  静岡県柔道協会に未入会者及び全柔連競技者登録の未登録者は、申込時までに支部事務

所（支部幹事長）に入会及び登録手続きを完了しておくこと。 

13  その他 

(1)  各級の優勝者は、令和７年７月 13 日（日）「名張市武道交流館いきいき」で開催 

される東海予選に静岡県代表として出場する。２位は補欠とする。 

(2) 参加選手は「全日本柔道連盟主催大会における柔道衣コントロールの運用について

(2023 年７月 24 日付け)」に合格した柔道衣（上衣、下穿、帯）を着用し、ゼッケンを

縫い付けること。柔道衣は白色のみを使用する。 

(3) 参加選手に対する当日の傷害保険は主催者が加入しその費用を負担する。なお、負傷 

等が発生した場合には、保険の範囲内で適応するが、その後の責任は負わない。 

(4) 脳震盪について、選手および指導者は下記事項を遵守すること。 

  ア 大会前１ヶ月以内に脳震盪を受傷した者は、脳神経外科の診察を受け、出場の許可

を得ること。 

  イ 大会中、脳震盪を受傷した者は、継続して当該大会に出場することは不可と 

する。なお、至急専門医［脳神経外科］の精査を受けること。 

  ウ 練習再開に際しては、脳神経外科の診断を受け、許可を得ること。 

  エ 当該選手の指導者は大会事務局及び全柔連に対し、書面により事故報告書を提出す

ること。 

(5)  皮膚真菌症(トンスランス感染症)について、発症の有無を各所属の責任において必ず 

確認すること。感染が疑わしい、もしくは感染が判明した選手は迅速に医療機関にお 

いて的確な治療を行うこと。大会時に選手に皮膚真菌症の感染が発覚した場合は、大

会への出場ができない場合もある。 

 

 

 

 


